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１．はじめに  

深浅測量や波浪観測，流況観測等のデータが経年的に整理されている海岸は限られており，それらのデ

ータがない海岸では空中写真の解析や底質分析等から漂砂源の調査や漂砂の卓越方向の検討がおこなわれて

いる１）．漂砂源の調査や漂砂の卓越方向の検討は汀線形状や底質の長期的な変化から類推されるが，季節的

な漂砂の卓越方向や河川流出土砂の影響範囲を知りたい場合もある． 

本研究では，前浜および後浜で採取した底質の鉱物分析から，

季節的に変動する漂砂の卓越方向や河川流出土砂の影響範囲を推定

することの可能性を検討した． 
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図―１ 調査対象範囲 

２．調査海岸の概要と調査方法 

宮崎市北部に位置する住吉海岸から佐土原海岸を調査対象範囲

とした（図－１）．主要な流入河川は大淀川（一級河川）と一ッ瀬川

（二級河川）で，大淀川の河口左岸には宮崎港が建設されている．

住吉海岸から佐土原海岸は，1980 年ごろまでは豊かな砂浜の自然海

岸であったが，近年は海岸侵食が一様に進行しており砂浜は徐々に

失われつつある．その原因として，宮崎港防波堤の建設に伴う漂砂

移動特性の変化とともに，主要河川からの供給土砂量の減少が考え

られる２）．本研究では，一ッ瀬川上流のダム堆砂量が大淀川と同程

度でありその堆砂速度が非常に速いことと，大淀川からの土砂供給

は宮崎港防波堤で遮断されていると考えられることから，一ッ瀬川

河口を含む範囲を対象に調査した． 
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図－１に示す 10 地点で，前浜と後浜の表層の砂を採取し鉱物分析を行なった．底質の採取は，台風期前

の平成 16 年 6 月 13 日～19 日（1 回目），台風 6 号が通過した後の 6 月 24，25 日（2 回目），台風期後の 10

月 6 日（3回目），台風期前の平成 17 年 4 月 27 日（4回目），台風 14 号が通過した後の 9月 17 日（5回目）

に行なった.次に，図－1に示した大淀川と一ッ瀬川の各 2箇所で河道内の底質も採取した．採取した底質は

試料分割器を用いて 150～200 粒程度の試料に分割し，その試料に含まれる鉱物を分析した．分析にはルーペ

と顕微鏡を用い，磁鉄鉱，長石，石英，岩片の 4種類に分類し

た． 

３．鉱物組成の分析結果 

図－２は，1 回目に採取した底質の中央粒径（d50）の沿岸

分布を示したものである．一ツ瀬川河口左岸側の海岸の中央粒

径は約 0.3 ㎜程度であるのに対して，右岸側の海岸は約 0.6mm

程度と粗く，河口を挟んで両海岸の底質粒径は大きく異なる．

このことは，一ッ瀬川河口左岸側の海岸汀線が右岸側に比べて

長期的に安定していることを裏付けていると考えられる． 

図－2 中央粒径分布（1回目） 
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図－３は，3 回目に採取した底質の中央粒径の沿岸分布を

示したものである．一ツ瀬川河口左岸側の海岸の粒径は，

0.3mm 程度から 0.6 ㎜程度に粗粒化している．また，右岸側海

図－3 中央粒径分布（3回目） 
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岸についても南下するに従い粗粒化する傾向にあり，その傾向は

前浜で顕著である．1回目から3回目の調査期間に19個の台風が

接近し，その影響で右岸側の海岸汀線は大きく後退した．汀線の

後退量が大きい区域は粗粒化の程度が大きい区域とほぼ一致して

いると思われる． 

図－4 中央粒径分布（4回目） 
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図－4 は 4 回目に採取した底質の中央粒径の沿岸分布を示し

たものである．昨年の台風期と比べると全体的に細粒化している

ことが分かる．この間は静穏な時期が続き砂浜に細かな砂が戻っ

てきたと考えられる. 

大淀川と一ッ瀬川の河道内の鉱物組成を分析した結果，大淀

川では磁鉄鉱と石英の含有率が高く，一ツ瀬川ではそれらは低い

のに対して長石の含有率が高い結果を得た．他の鉱物の含有率は

非常に低く判別が難しいため，各河川を特徴づける石英，磁鉄鉱，

長石の三つの鉱物に着目して検討を行なった． 
図－5 鉱物含有率分布（1回目） 

図－5は，1回目に採取した底質に含まれる各鉱物の含有率の

沿岸分布を示したものである．大淀川が供給源となる石英と磁鉄

鉱は一ッ瀬川に向かい減少傾向にあり，両河川から供給される長

石の分布は一様である． 
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図－6 鉱物含有率分布（2回目） 

図－6は，2回目採取の含有率の分布である．一ッ瀬川左岸の

鉱物分布には大きな変化はないが，右岸の海岸では磁鉄鉱の含有

率が相対的に高くなるのに対して，長石と石英の含有率は低下し

ている．磁鉄鉱と石英の大淀川からの供給は遮断されると考える

と，磁鉄鉱に比べて比重の小さい長石と石英が沿岸漂砂によって

先行的に輸送されたと考えられる． 

図－7は，4回目採取の含有率の分布である．昨年の台風期前

の 1回目と同様に石英，磁鉄鉱は一ツ瀬川に向かうほど減少して，

長石は一ツ瀬川に近づくほど少しずつ減少する結果になった． 

図－7 鉱物含有率分布（4回目） 図－8は，5回目採取の含有率の分布である．一ツ瀬川左岸で

石英の割合が相対的に増加した.台風によって北向きの流れが生

じて大淀川から排出された土砂が一ツ瀬川左岸の辺りまで運ばれ

たと考えられる. 

４．まとめ 

前浜および後浜から採取した底質の鉱物分析によって，季節的

に変動する漂砂の卓越方向や河川流出土砂の影響範囲を推定する

ことの可能性を検討した．砂浜海岸の各種鉱物の含有率は短期的

な気象擾乱によって明らかに変化しており，指標となる鉱物が特定できる場合には鉱物組成の分布変化を検

討することで推定は可能と思われる．本手法は重鉱物分析に比べると比較的簡便に実施できる利点がある．

調査の継続と解析手法の改良を通して推定精度の向上を図る予定である． 
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図－8 鉱物含有率分布（5回目） 
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